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就学前期の数教育に関する研究
一幼児の数観念の発達一
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.題設定
就学前期の数教育については，現今，幼児教育飽設に
おいてさまざまな方法が実施されているが，われわれ
は，幼児の心身の発達にそくしたより有効な方法を求め
るため，次1ζ述べる各領域からアプローチする。すなわ
ち1.施設における数教育の実態.1.小学校側からの
要望.1.幼児の数観念の発達.1V.諸外国における就
学前期の数教育の実状の4領域である。乙れらのうちの
若干については，既iζ本紀要15巻IC報告した1.。今回は
数観念の発途に関する実験結果について述べる。
さて，メンチンスカヤが述べているように就学前期に
おける初歩的数教育の方法を研究するためには，子ども
の数概念の形成の問題が大きな原理的意義をもつものと
考えられる。 2>
かぞえ，勘定の習得は， 如何なる時点で始まり，また
それに先行する退程は何か。かぞえ，勘定の習得後の段
階においても，集会の知覚は何らかの役割を有している
か。すなわち集合の知覚，勘定荷過程の綴互診透. 2つ
の過程間のデリケートな移行を知るζとが，主主怨念の形
成過程の問題を解決していく ととになると恩われる。従
って，われわれは，つねに勘定の過程と集会の過程を分
離する ζとのないように考慮しながら，幼児の数観念の
発達状況をしらべようとして以下の実験を意図した。
方法
I 不定形の集合からの若干数のとりあげ
Artur Kernの方法に準じ，机上ICt散かれたギンナ
ン，小石ああわせて15乙の中から，検査者lζ命じられた
数だけ片手で一皮Iζ把握させる。乙の場合.A系列(ヒ
トツ，フタツ). B系列(イチ，ニ)の両呼称を命令と
して用い，その達成度を比較した。また.A系列呼称に
よる同時把鍾について，第1団施行後，半年して第2回
目を施行し，把複方法の発達を縦断的にしらべた。縦控訴
的研究ICA系列のみ用いたのは.A. B各系列実験の結
( 59 ) 
呆から，われわれの被験児である3才乃至6才児では，
A系列呼称を採用するのがより有効であると考えたから
である。なお，乙の実験は何れも個別テストである。
E 数の命名
数命名も.A.Kernの方法に準じた。 3> 3~9 の黒
点が，第l図のような配信で13arXl9aJの画用紙IC1枚
1図づっ彊iかれたものを瞬間露出し，黒点の数を命名さ
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第1図 数命名および模写の耳目IJ~Iζ用いた点記置
註(数5以上は，用いた蜘!被の若干種に止めた〉
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せた。
1.量形態の複写
数命名lζ用いた点配置から辺種を銭用した直径10-の.
黒まるをプリントしたものを手本にして模写させた。ζ
の模写については数のとりあげと同ように，一定期間
(半年)をあけて2回実箆し，その発達を縦断的にしら
べfこ。 被験者は，大阪市立T小学校1年.M小学校2年
Y/J、学校1年と2年の児mおよび，大阪市立H保育所，
K保育所，私立T幼稚園.M幼稚闘の園児である。ただ
い縦断的な研究は大阪市立H保育所の劉児のみを対象
とした。なお，被験者数は，実験の種類によって異なる
ため，それぞれ結果の表IC示した。
結果と考嬢
1 .不定形な集合からの若干書まのとりあげ
ζの実験結果は，第1表および，第2表IC示す。第1
表は.A系列呼称(ヒトツ，フタツ)による命令の方が
1111表 A系j}IJ呼称がB系列呼称より優位な年令と課題
年令段階 ぬ~I 1 2 
7: 0 "" 7: 5 18 。 。
6: 6 "" 6:11 58 。 。
6:0 - 6:5 50 。 n.5. 
5: 6 "" 5:11 36 。 n.5. 
5:0 - 5:5 31 n.s. P =0. 029 
4: 6 - 4:11 23 n.s. P=0.024 
4: 0 .. 4: 5 17 n.9. P=O.αぬ4
3: 6 - 3:11 10 P=O.24 P=O.∞02 
3:0 - 3:5 10 n.9. n.9. 
2: 6 - 2:11 4 n.9. n.9. 
註 記号0以外はA系列が優位
B系列呼称 (イチ，ニ)によるより，同時把握を容易に
する場合を，各課題について年令段階別に検討したもの
である。表中のOすなわち，河系列簡に全く差がない場
合，および.6才6ヶ月乃至6才11ヶ月の課題数4と数
5聞を除いては，何れも.A系列による命令の方が，課
題達成を容易にしている。7才0ヶ月乃至7才5ヶ月の
段階では.A. B何れの系列呼称でも達成度に差がな
く， ζの段階では，物の数と，各呼称が正しく結合して
いる ζとを示す。また.3才5ヶ月以下の年令では，数
3以上の課題については，未だ.A. B何れの呼称を用
いても，物の数とサインが結合していないととを示して
いる。 A系列呼称による命令がB系列呼称よりも，課題
の速成をとくに容易にする年令は.3才6ヶ月から5才
5ヶ月までである。乙の辺自については，教育施設にお
ける数指導の実胞と関係があると考えられる。すなわち
小学校において，特IC歓科としての算数学習では.B系
列が主として用いられているほか，幼児教育施設におい
ても，それに準じてB系列呼称を主として用いるためで
あると恩われる。また，就学前期教育捻設の多くは，運
動会などの行事が終った11月後半から. iカズ」の指導
や「続ミ」の指導ICカをいれはじめる時期と.A. B呼
(ω) 
3 4 5 6 
。 。 。 。。 n.s. P<0.10 P<O.05 
n.5. n.5. n.5. n.5. 
n.9. n.5. n.5. n.5. 
P =0.14 P =0.14 P<0.10 P<O.05 
P<0.02 P<0.20 n.s. 。
P<0.02 n.9. 。 。
P=O.似)5 P =0. 25 n.9. 。。 。 。 。。 。 。 。
称別による達成度に差が無くなる時期とが一致じている
のも，乙の乙とを証明していると考えられる。以上の結
果から，幼児はA系列数呼称を，日常生活の自然な営な
み，あそびのうちに学習し.B系列呼称、を，教科学習的
な学習を通じて獲得するために.3才半から5才5ヶ月
の年令では.A系列呼称が本課題達成を容易にするとい
えよう。
第2a侵は，数のとりあげに関して， 同一被験者につい
て，半年後IC第2回目の実験を施行し，その発達をみた
ものである。各符号の意味は，表の下方に註記した。数
11ま.3才半児が，第1回目の実験で既に問題なく獲得
しているが，数2-数61ま，半年間』ζ何らの発達もみら
れず，把鍾不能であった。 4才から4才5ヶ月では，数
1および2は， 費Jl回自に完全な同時把握がで きてい
る。数3...数5では，半年の経過により数の把握が発達
し，把鍾不能の段階 (F)から一挙に完全な同時把握
(A) .あるいはク勺レープわけで把湿の段階 (A')Iζ 
進んだり，またロでヒトツ，フタツと唱えながら把握す
る段階 (C)から完全な同時把復への発達などがみられ
る。しかし，数6になると半年間に発達の跡がみられな
かった。 4才半から5才5ヶ月では，数4以上6につい
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第 2表 不定形な集合からの若干数のとりあげ(縦断的研究)
てミヰ三 1 2 3 4 5 6. 
百1: 第第 人 第1 第2 人軍1 白〆矛¥ 1 2 1 2 1 2 回回数 回回数 回回 数 回回 ー数 回回 数
6: 6--6.:11 3 Al→Al 3 Al→Al 3 Al→Al 3 Al→Al 3 Al→A2 1 A2→Al 1 
A2→Al 1 Al→E 1 
F→Al 1 F→Al 1 
6 : 0--6 : 5 12 Al→Al 12 AI-Al 12 Al→Al 9 Al→Al 5 Al→Al 2 Al→Al 1 
E→Al 2 Al→A2 1 Al→A2 1 Al→A2 1 
E→E 1 A2→Al 1 A2→Al 2 A2→A2 1 
C→Al 1 B →Al 1 B →Al 1 
E→Al 1 E→Al 2 E→A2 4 
E→Az 2 E -A， 2 F→A2 1 
E→E 1 F→Al 1 F→E l 
F→F 1 F→F 2 
5 : 6--5 : 11 5 Al→Al 5 Al→Al 5 Al→Al 4 Al→Al 2 A2→Al 2 A2→Al 1 
E -At 1 A2→Al 2 B →Al 1 F→Al 4 
F→Al 1 E→Al 1 
F→Al 1 
5.: 0--5 : 5 11 Aj→Al 11 Al→Al 11 Al→Al 10 Al→Al 5 Al→Al 2 C→Al 1 
F→Al 1 A2→Al 2 C→Al 1 E→Al 2 
E→Al 1 D→Al 1 F→Al 2 
F→Al l E→Al 2 F→A2 1 
F→E 1 E→A2 1 E→E 1 
F→F 1 C→E 1 F→ F 4 
F→E 1 
F→F 2 
4:6--4:11 5 AI→Al 5 Al→Al 5 Al→Al 3 Al→Al 1 Al→Al 1 F→Al 2 
Al→A2 1 E→Al '3 F→Al 1 F→F 3 
E→Al 1 F→E 1 E→E 1 
. . F→E 1 
F→F 1 
4 : 0--.4 : 5 6 Al→Al 6 Al→Al 6 A2→Al 1 A2→Al 1 C→Al 1 F→F 6 
E→Al 2 E→Al 1 F→F 5 
F→A2 1 F→Al 1 
F→F 2 F→F 3 
: 6--3 : 1111 IAl→Al11 1 F→F 11 1 F→F 11 I F→F 11F→F 11 1 F→ FI 1 
註 Al完全な同時把握 A2グループ扱い的把握 B 13で数えてから同時把握 C ロで数えてから同時把鐘
D 指を折り数えてから同時把鍾 E 1つづっ継時把鐘 F 不能
て，半年後も把握不能のものが若干いるが，被験児の大
半は，把握方法lζ何らかの発達がみられた。また6才か
ら6才5ヶ月の年令段階における児童2名(境界線児1
名，精神遅滞児1名)を除いて.5才以上の全被君主児は
半年の経過ICよって，達成課題，および課題達成の方法
( 61 ) 
が発達しているのがみられた。
E 数の命名について
第2図は，課題どとに，正確な数命名の発達まえ態を百
分率で示したものである。乙のグラフによれば，点刺激
の数の認知命名は.4才から4才半級へかけての発達は
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112図 正確な数命名の発達
少なく， 5才級で急IC上昇し，以後鋸歯状的であるが，
重学
緩やかな上昇を示している。数5，6， 7について，発
達が6才級で総没しているのは，数のとりあげと同ょ
う， ζの年令段階の彼量生児jζ精神発達のやや遅れている
児童が含まれているためと考えられる。 4才級から5才
級では，数6，7は同じ程度の困難さをもっているよう
である。との段階での誤答には「じゅうJrじゅうさん
」などの反応を用いて，数6，7を命名しているものが
多い， ζ乙での「じゅうJrじゅうさんjは， rたくさ
んJrぎょうさんJのサインと見倣される。そ乙ではた
とえ幼児が点刺激の数を，直接的に正確に知覚していて
も，未だ，知覚された群をどのような数詞で表示したら
よいのかを知らない段階であると言えよう。
第3表iま，数1の増加によって正確な命名が減少して
第 3表 数1の増加による数命名正磁度の減少
コ¥ご¥ 4 : 0 4 : 6 
6 : 7 0.493 1.353 
5 : 6 5.432* 1.851 
4 : 5 4.侃3* 2.533 
3 : 4 0.748 1.081 
~と| 7 : 0 7 : 6 
6 : 7 31.912** 37.374** 
5 : 6 39.邸8紳 34.365** 
4 : 5 32.815傘$ 9.881** 
3 : 4 P=O.024 
いく状態が，統計的に有意か否かを年令段階毎に検定し
た結果である。表から，どの年令も数1の増加で数命名
の正確度は減少する。しかも多くの場合その差は有意で
あった。
第4表および第5表lま，数命名の正確度と点刺激布置
の関連をみたものである。すでに本紀委第15巻におい
て，同じ数でも可申j滋配置が異なる乙とによって命名の正
確さが減少する乙とについて触れておいた。乙乙では，
その際1ζ用いた実験刺激よりも更に刺激滋配置の種類を
多くしたが，数命名の正確度が点刺激の配置にも依存す
る乙とがいっそう明らかになった。
第5表は，課lJj数3....7について，その課題の達成が
最も容易と見倣される配置の場合の正答者の数と，同一
課題数で異なる配置のそれと比較した結果である。検定
は12検定によった。
数3は，配置の如何によって正確な命名に影響をうけ
ない。数4以上になると，かなり大きな影響をもつよう
5 : 0 5 : 6 6 : 0 6 : 6 
0.221 13.677榊 42.997*掌 28.293** 
6.305噂 7.333車市 18. 820柿 17.484** 
11.324** 7.574事事 40.474*傘 33.415・e
10.741帥 13.297*事 9.似)9*本 19.575** 
8 : 0 8:6 9 : 0 註
9.186帥 27.271柿 24.894柿
X2検定
df= 1 
54.570・ 28.907紳 4.280* **1%水準
3.625 * 5失5水準
p=直接確率
( 62 ) 
である。表中の数字は正答者の数を示すが，見事j滋の数ど
とに，正確な命名の多かったのは，数3は8.:数4は
を.， 数5はW'・，数6は0:::，そして数71ま兄....・
である。乙れらは何れも，被験児にとって知覚の容易な
刺激布置と見徹される。特lζ数7のY は...・としてよ
りも， ..数4と:・数3の各グループとして知覚され，
合成して?と答えていると見徹されるような態度が，実
験場面においてしばしば観察された。各数どとに疋答が
一番低い蜘!被配置は，数3はa…， 数4は且...，数5
は)f{...:，数6はT.....，数7は3.......で何れも直
線，もしくは，水平に長い逆L形である。とのように被
験者にとって数の命名が容易な刺滋はよく分節された，
良き形態をもつもの，あるいは，サイコロ遊びなどによ
り，過去に何らかの経験をもつような配置であり，命名
の困難なのは，連続的で分節し難い配置であるといえよ
つ。
1.量形態の機写について
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.4表 数命名の正確度と点取!厳配置の関連
査手 令 I 4 : 0 I 4 : 6 I 5 : 0 I 5 :6 I ~ ~ 6 : 6 I 7 : 0 I 7 :6 I 8 : 0 I 8 :~ 
五言語之理 16 9 14 26 58 49 36 32 泣 。 。
A 3 a 8 6 13 25 54 48 35 32 包 ¥ ¥ . 6 10 5 12 24 55 48 36 32 22 ZB 平 B 10 6 14 24 54 48 36 32 22 
刺ー激ーのー 種-類~ Aーミ差別1 16 9 14 26 58 49 36 32 2 。。
A 4 r 8 5 10 20 45 41 31 26 20 ¥ . n 6 4 11 17 42 36 28 26 19 群B e 7 3 10 18 45 39 35 30 21 e 11 6 9 24 50 47 36 31 21 
ヰネ埋 6 ト÷ 6 13 43 32 35 21 ι|子 8 一 トーーーーー10 8 13 32 40 26 33 9 
A 5一万〈 1 1 5 7 11 20 23 17 21 12 7 
務H滋ilJ 3 2 2 2 7 19 21 27 19 19 10 8 
M 1 2 6 8 24 24 29 17 19 10 7 
抗 2 5 6 17 19 24 17 20 11 7 
B 5-K 4 1 3 10 19 27 18 26 13 10 8 
苦裂手
刀 4 2 2 8 12 18 20 25 12 10 6 
M 5 1 2 6 15 21 24 24 13 9 6 
H 3 2 2 9 19 31 23 25 12 11 8 
込埋 6 5 6 12 42 32 41 24 お 13 8 一 一10 4 8 9 32 37 26 33 15 11 9 
6-0 3 4 8 20 23 31 16 21 11 7 
A 口 1 1 5 9 15 17 10 17 6 4 
群刺激 P 1 4 3 10 16 23 17 17 9 5 
C 1 1 4 2 6 14 16 12 11 6 6 
T 1 2 1 8 14 15 7 4 10 5 
6-Y 1 1 1 4 3 13 15 2 8 5 7 
群滋SB Fl
φ 1 3 3 10 8 9 14 7 8 5 
X 2 2 6 15 27 17 24 9 8 8 
u 4 2 5 10 11 13 15 3 9 
可 1 3 1 6 14 21 16 19 8 10 
品埋6 5 6 12 32 15 41 24 引卜子。ト一一一一10 4 8 8 32 37 26 33 9 
7-W 3 1 2 5 3 6 9 4 3 5 
A m 1 1 2 3 5 9 5 4 6 4 
刺激群 o 一 3 4 9 6 7 12 4 
M 一 1 1 5 9 4 7 10 6 
b 1 3 2 6 7 10 10 18 7 
( 63 ) 
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7-E 1 1 1 4 2 4 2 8 3 
B 10 2 1 3 1 3 3 2 18 2 7 6 
激群刺 兄 2 1 4 2 2 3 4 10 3 4 
4 
会 1 1 1 6 3 7 14 7 5 
兄' 1 2 8 14 12 21 4 10 7 
第 5表 数命名の正確度に対する耳目j滋配置の影響
点~J滋の数1 3141 5 16 1 7
正答の多いIc2461 e232 I 11147 I 0144 I 51'79 刺激配置  vG'iQ I 'CLJu  rI"，'"  '-...  
3243 Ib陪12190路98""  流{87** 
。 W41*志
比較群 6234 3136 口85・*出1340H 
(他の斎j C M 仇128*c iPT 105H 45*ホe 79** bI 43** 
激配置に K 139 67・‘ b 64 
よる正答 刀 119*Y 80・a 26*. M126・φ68*. 10 48*. 
数) 日 145 X118・e 匁見 39*. 
日1472帥 45・79.本 兄・
第6表Iζ示した結果iζ明らかなように，完全模写反応
の出現する頻度は年令が進むにつれて上昇している。と
くに4才半から5才前半の年令段階において，きわめて
顕著な完全模写反応への移行がみられる。各年令段階と
も黒まる刺激の数が1ζづっ楢加するにつれて， 模写の
正確度が低下している。 ζれは数命名の結果と同一であ
る。 また， 模写の場合も，数命名と同じく累まるf1J厳の
数が同一である場合には，その正確度は刺激布置によっ
て大きく影響をうけている。 しかし，命名が困難な刺激
'匝 6表 黒点刺激図形とその模写反応
長|AU;;|AUi5NlA:;LlAニ5NlA5二人
1 3 1 1 1 3 5 10 1 11 4 2 1 4 211 11 3 3 1 1 191 37 1 1 391 42 11 4 57 
3 1 61 2 1 3 1 7 12 11 1 4 181 4 15 1 3 23 1 26 10 2 2 40 1 31 16 2 2 2 53 
1 B 1 2 1 1 2 6 1 2 12 1 4 191 7 10 1 2 2ゆ122 16 1 39 1 45 7 4 1 57 
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2 5 3 10 1 1 10 8 1 201 15 7 10 32 
2 3 5 1 11 1 2 10 5 3 1 21 1 15 10 8 1 M 
1 3 4 1 1 10 1 4 7 4 2 118 1 15 7 9 2 33 
24 1 1 1 9 1 10 6 2 1 19 1 14 8 5 1 28 
13 2 2 1 9 18 8 1 2 19 1 17 9 3 1 30 
2 2 5 9 1 3 3 11 4 1 22 1 6 1 14 3 24 
3 6 2 11 1 4 16 2 22 1 6 5 165 32 
2 7 1 10 1 11 2 5 1 1 20 1 22 3 6 1 32 
1 1 7 2 1 12 1 8 3 7 2 20 1 15 5 11 2 33 
37 1 1 211 10 3 6 1 20 1 12 10 13 1 36 
3 1 6 1 11 1 11 3 5 3 22 1 13 4 16 1 34 
2 2 4 1 9 1 3 9 5 1 18 1 18 7 1 3 29 
1 2 4 2 1 101 7 7 7 3 24 1 15 3 10 2 30 
2 3 1 6 1 6 9 3 3 21 1 13 12 5 2 32 
2 6 1 9 1 5 7 4 3 1 20 1 14 8 8 1 31 
1 2 2 3 19 1 7 10 4 1 22 1 15 10 5 4 2 36
註 A数， 形態と もに完全な反応 B数のみ完全なもの(主lC形態としてAIC準じる反応が多い) C形態として反
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のような被験児について， 彼らが果してその数を把握し
ているか否かをみる方法として模写の作業終了後IC.自
分が書いた黒まるを数えさせ，手本のそれと同ーか否か
を質問する方法がある。現在乙の方法により実験を行な
っているが，結泉については別の機会に報告する予定で
ある。
第7表は，量形態の模写についての縦断的研究の一部
である。 (乙乙で用いた刺激図形は，直後10酬の黒点10
乙を甲字形IL配置したもの1枚で，上述の諸実験lζ採用
したものとは巽っている)。第7表から量形態の模写は
半年の経過によって何らかの発達がみられるといえる。
ただし， ζの実験も上述の諸実験と同じくもっと多種な
刺激の数，配置によって行なう必援があると考える。
64 610 80 。 。 。 。 。 。
41 15 7 1 制 。 。 。 。 。 。
62 9 5 76 。 。 。
72 3 4 79 。 。 。
20 7 5 32 38 5 2 2 1 48 19 4 幻 28 1 29 15 4 19 。 。
お 6 3 32 40 3 1 44 22 22 26 3 29 18 1 19 
23 9 32 41 3 2 46 21 3 24 29 29 19 2 21 。 。
17 15 2 34 41 4 45 20 3 1 24 27 2 29 18 5 23 
31 4 1 36 47 6 53 26 2 1 1 30 29 29 27 1 28 。 。
132l 3 38 2321 1 45 18 9 27 17 13 1 31 21 5 26 5 1 6 。
2010 5 1 36 38 6 1 45 26 3 1 1 31 26 3 1 30 23 2 25 1 2 3 句
1517 4 36 42 6 4 52 18 6 24 27 1 2 30 22 7 231 。 。
23 9 7 39 40 6 1 47 18 2 1 1 32 31 1 32 25 1 127 2 1 3 
8 21 5 34 47 8 4 59 16 10 1 27 19 9 28 24 3 229 13 13 5 5 
26 9 2 37 3225 4 61 22 8 1 31 25 8 134 27 4 31 12 1 13 5 5 
15 15 3 1 34 41 6 3 50 19 9 1 29 18 12 1 31 28 3 31 13 13 5 5 
211383138 44 7 2 53 19 9 1 29 22 5 27 38 6 44 13 13 5 5 
14 19 3 36 4015 2 57 24 5 1 1 31 22 7 29 26 5 31 9 2 112 4 1 5 
6 4 12 5 27 46 3 20 69 20 1 7 1 1 30 25 2 330 25 1 531 10 313 5 5 
81019 37 382114 73 16 10 4 1 31 25 4 1 30 27 2 130 11 2 13 4 4 
20 16 4 40 45 2 1 48 29 1 1 31 29 1 30 27 4 31 11 1 113 5 5 
11 18 7 1 37 38 7 1 2 48 22 8 4 135 235129 29 1 232 12 113 5 5 
18 11 8 37 3010 5 45 26 6 3 136 27 4 31 28 3 31 12 1 13 5 5 
18 10 7 1 36 29 12 7 48 32 4 3 1 40 30 7 4 41 25 3 331 12 1 13 3 2 5 
21 12 2 136 43 7 3 53 29 9 2 1 41 34 6 40 24 6 333 10 2 113 4 1 5 
1611 8 35 35 14 2 51 29 9 3 142 33 7 40 28 4 32 12 12 5 5 
11 15 4 1 31 26 15 5 46 1722 1 40 29 8 2 23 9 32 9 3 113 4 4 
1111 5 27 27 15 5 47 23 16 139 32 3 136 2210 32 12 1 13 5 5 
22 12 2 36 41 9 2 52 28 8 3 1 39 35 4 1 40 29 2 132 13 13 5 5 
?
?
? ?
?
?
?
?
大橋 :就学前綴の数教育tζ関する研究
7 : 0~7 : 5 
図形と，模写が図録な刺滋図形とは，必ずしも一致して
いない。例えば命名で正確な反応の多かった4の吾. 5 
の日lま，模写では逆IC数，形とも未成熟とみなされる反
応が多かった。乙れは数の命名が，瞬間呈示による数の
直後再生であり，知覚された集合を既知の数翻と結合さ
せるもの(たとえその結合方法が直観心像的把擦であっ
たとしても)であるのに対し，模写は現実IC存在する図
形をそのまま写すという実験方法の違いによるものと考
えられる。すなわち，模写においては，所与の刺激図形
について数，形態とも正しく把握しているとみられる被
験児でも動作が未発途なため黒点の空間配置がでたらめ
になり，その模写の稚拙を傭おうとして数まで適当に増
減させる傾向がみられた。乙の逆もあり得るだろう。乙
?
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6:6~6 :11 6 : 0 -6 : 5 
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N後重量者数E数， 形態ともに未成熟な反応
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D形態として反応CIC準じるもの応AIC準じるもの
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第 7表量形態模写の発達 (縦断的研究〉 1.数のとりあげ，殆んどの幼児にとって， A系列呼
第1回の年令 第1回 第2回|人 数
称による命令の方が， B系列呼称によるより課題の達成
を容易にする。5才以上の被験児は，半年の経過によっ
6: 6"'-'6: 1 A .. A 7 て， 達成課鍾が上昇し，達成の方法が発達する。
B . A 1 1.数命名iま，4才半から5才半級で正確度が急tζ上
E .帽砂 A 1 
昇する。幼児では刺激黒点の数が6以上になると，知覚
6 :令、~6:5 A _，・ A 12 された数をすべて「ぎょうさんJなど多量を示す言語サ
5 : 6--5 : 11 A -司令 A 4 インで代用する。命名の正確度は，点見vJ滋の配鐙によっ
5 :令、5:5 A -A 8 て影響される。
B -ー. A 2 ..量形態の模写は， 年令が進むにつれ完全模写反応、
E .. A 1 が治す。数1ζの増加は模写の正確度を低下せしめる。
4:合.4:11 B A 1 
また模写の正硲度は点車IJ滋配置に影響される。模写の容
→ー'
E .ー. A 1 易な刺激配置と命名の容易な配置とは一致しない。5才
E ー令 D 1 以上の被験児は，半年の経過により模写の正確度が上昇
する。
4.ひ...4:5 A . A 1 付記本研究を進めるにあたり，浪速短期大学滝野伸
B -・9砂 A 1 
F +ー A 1 
子講師Ir種々御協力頂きました。また現矢田保育所主任
F _，惨 F 1 佐藤文絞氏lとは，長期間研究の便宜を計って頂きまし
た。記して謝意を表します。
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